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１．はじめに 

中国特許情報の英語データベースにおける英誤訳やスペルミスも日本特許庁が提供

する J-PlatPat の中国特許の日本語訳が正しく翻訳されていれば英誤訳やスペルミス

をカバーできるのではないかという観点から前２報で検証した結果、ごくわずかの用語

において翻訳不良が発生していることを報告しました 1), 2)。 
 本稿では、さらに出願人検索についての翻訳不良を検証してみました。 
 

J-PlatPat の日本語翻訳は 2003 年公知日（発行日）以降であることが確認できまし

たので（JPO 特許情報室からの情報）、ここでの検証は 2003 年～2022 年としました。 
J-PlatPat の中国、韓国情報は、公開特許、登録特許、実用新案等の公報種別別の件

数が取得できないため、ここでもその総数で示します。 
 
２．J-PlatPat における中国、韓国特許の出願人検索 
 結論から先に申し上げますと J-PlatPat の中国、韓国の出願人検索は簡体字およびハ

ングルの原語による検索のみで日本語や英語ではできません。 
 
 表１に中国についてファーウェイ（华为技术）、トヨタ自動車（丰田自动车）、サムス

ン電子（三星电子）、表２に韓国についてサムスン電子（삼성전자）、トヨタ自動車

（도요타지도샤）、東京エレクトロン（도쿄엘렉트론）のそれぞれ主要出願人について

2010 年～2022 年の公開特許、登録特許＋実用新案の公開日および登録日推移を示しま

した。 

原語情報の収録比較として台湾特許庁の GPSS(Global Patent Search System)の特許

（公開日）、登録特許＋実用新案（登録日）の数値を示しました。GPSS の英語収録は若

干問題がありますが、原語収録はほぼ問題がありませんので比較データとして利用しま

した。 

 

 J-PlatPat で中国、韓国共に出願人検索したそのデータを見てみるとほとんど公開特

許（公報種別 A）でした。J-PlatPat の収録数値が GPSS の公開特許数より若干多くなっ

ている部分は登録特許や実用新案が一部混在しているためです。 

 各表左の表１におけるCNや表２におけるKRなどは各年の各国での公開数（公開特許）、

公告数（登録特許、実用新案）の全数を表します。 

  



表１．中国の出願人収録状況比較（原語データベース収録と J-PlatPat） 

 

 

表２．韓国の出願人収録状況比較（原語データベース収録と J-PlatPat） 

 

 

韓国特許について原語データベース(GPSS)で「TOYOTA JIDOSHA」の異表記を確認する

と、「도요타지도샤」以外に「도요타 지도샤」、「토요타 찌도샤」のハングル表記が存

在することがわかりました。しかし、原語データベース(KIPRIS)においても、それぞれ

を組み合わせた토요타 지도샤や도요타 찌도샤などは存在しませんでした。 

 

TOYOTA JIDOSHA のハングル異表記の出現数を表３に示します。 

表３．TOYOTA JIDOSHA のハングル異表記(2003 年～2022 年公告日) 

 



 GPSS では「도요타지도샤」（トヨタ自動車）とスペースのある「도요타 지도샤」（ト

ヨタ 自動車）は同数となりました。J-PlatPat では도요타と지도샤を and 演算するた

めにスペースのない도요타지도샤も含まれます。つまり、スペースのない도요타지도샤

が 2006 件、スペースのある도요타 지도샤は 1986 件存在する、ということになります。 

 

そこで表２の TOYOTA JIDOSHA のハングル異表記を網羅して 2010 年～2022 年各年の

出現数を改めて抽出すると表４のようになりました。 

 

表４．TOYOTA JIDOSHA 韓国公報の出現数(2003 年～2022 年公告日) 

 

 

J-PlatPat の公報数（ほとんど公開特許）は GPSS の公開特許数に極めて近い数値と

なりました。 

網羅的な検索をするには（出願人検索だけでなく用語検索においても）異表記をすべ

て抽出して or 検索することは当然ですが J-PlatPat のように日本語で検索できること

が前提となっているデータベースでは（特に原語の読み書きができない日本人サーチャ

ーにおいては）原語異表記（ハングルや中国語）を網羅することは容易なことではあり

ません。 

 

また、一般のデータベースでは、TOYOTA JIDOSHA を「도요타지도샤 or 도요다 지도샤 

or 토요타 찌도샤」と検索できますが、J-PlatPat では検索フィールド内では or 演算、

検索フィールド間では and 演算となりますので、２つの出願人フィールドを使い、1つ

目の出願人フィールドには「도요타 도요다 토요타」（トヨタ）、2つ目の出願人フィー

ルドには「지도샤 찌도샤」（自動車）と入力して and 演算しました（フィールド内では

スペースで or 検索となります）。 

スペースのない「도요타지도샤」（トヨタ自動車）は１つの出願人フィールドで求め



られますが、上記 and 演算に含まれます。 

 

 原語データベースにおける原語異表記は韓国特許だけでなく、中国特許にも当然あり

ます。特に、外国出願人の中国語異表記は欧米出願人に多く見られます。これも

J-PlatPat では日本語や英語で検索できませんので「中国語異表記を網羅して・・」と

いうのは酷な場合があります。 

 

 表５に中国語異表記が多い HOFFNANN LA ROCHE の例を挙げます。 

HOFFMANN-LA ROCHE は中国語だけでなく英語の異表記やスペルミスもありますが、そ

れはさておき、中国語表記では中国語の異表記の他に HOFFMANN と ROCHE の間にドット

やハイフンが入り、ハイフンも数種のものが使われて表記されています。実務上、原語

検索ではそのようなドットやハイフンは無視して「(霍夫曼 or 豪夫迈 or 霍夫罗 or 

哈夫曼) and (拉罗奇 or 罗切 or 罗氏 or 罗须 or 拉曼奇 or 拉曼切)」のように（ま

たは近接演算で）検索します。 

 

表５．HOFFNANN LA ROCHE の異表記と出現数(2003 年～2022 年公告日 GPSS) 

 

J-PlatPatではハイフンの違いなどは検索できませんので２つの出願人フィールドで

(霍夫曼 豪夫迈 霍夫罗 哈夫曼)と(拉罗奇 罗切 罗氏 罗须 拉曼奇 拉曼切)を and 演

算することで求められます。 

 

2003 年～2022 年公告日で両者の出現数を比較すると以下となります。ここで抽出し

た J-PlatPat のほとんどは公開特許と思われます。 

 

 

 



表６．2003 年～2022 年公告日の HOFFNANN LA ROCHE の簡体字比較 

GPSS  公開 5530/公告 3065 

J-PlatPat 5533 件 

 

2022 年のみを抽出すると GPSS(公開 376 件/公告 237 件)に対し、J-PlatPat(374 件)

となり、374 件のすべては公開特許でした。 

 

３．J-PlatPat における中国、韓国特許の出願人（用語）検索と番号検索 

以上のように J-PlatPat で出願人検索すると検索結果のほとんどは公開特許であり、

登録特許、実用新案は抽出されません（用語検索でも同様）。 

しかし、特許･実用新案番号照会画面から登録番号を入力して検索するとすべて抽出

できます。 

 

上記表４の TOYOTA JIDOSHA の 2022 年公告（登録）特許 110 件を GPSS で出力してそ

の登録番号を J-PlatPat で検索すると 110 件すべてを確認することができました。

J-PlatPatでは１つのフィールドにスペースを挟んで最大100件までしか検索できませ

んので、100 件を超える件数は分割して抽出することになります。 

 

表１の中国実用新案についても同様に、GPSS で TOYOTA JIDOSHA の 2022 年公告のう

ち実用新案で絞ると 104 件が抽出されますが、その実用新案番号 104 件を J-PlatPat で

番号検索すると、やはり全件が抽出できました。 

 

本来、J-PlatPat での中国、韓国特許情報は他の商用データベースから得られた公報

番号から日本語訳を参照する、という目的で機能しているものと思われるので、その点

からの収録には問題なく、用語や出願人などから「特許･実用新案検索」をして集合を

得て日本語訳を参照する、というのは補助的な機能かもしれません。 

前報で触れたように日本語訳として多少の誤訳や翻訳されずに一部の原語用語が存

在する点や出願人情報が原語のまま翻訳されていない 2)、ということについては今後改

善予定の内容かもしれません。 

 

中国特許調査では、実用新案も権利行使される機会もあることから通常は「特許＋実

用新案」を調査対象にします。また、韓国特許では公開前に登録になった案件の公開公

報は発行されませんので登録特許の権利範囲等を確認することは重要です 3)。 

 いずれも J-PlatPat で番号照会することで中国の実用新案、韓国の登録特許が確認で

きる点ではほぼ満足する機能を備えていると言えます。 

 



３．まとめ 

以上、J-PlatPat の中国、韓国特許についていくつかの問題点を検索 Tips 前２報と

共に挙げさせていただきました。使い方に熟知していないこともあって誤解や見落とし

部分があるかもしれません。ご指摘いただければ修正したいと思います。 

 

J-PlatPat中国、韓国特許日本語訳についての問題点を改善要望として整理しました。 

・2003 年以降公報の誤訳改善  

 検索 Tips 前報 2)でも紹介しましたように同じ発明の名称中の同一の中国語が一方は 

日本語に翻訳され、他方は簡体字のままのものが若干見られます。 

・2002 年以前の公報への日本語訳付与 

 現時点では、権利判断資料からは範囲外となりつつありますが、可能な限り日本語 

訳を付与していただけると幸いです。 

・コマンド検索 

 「特許･実用新案検索」においては各種フィールドを組み合わせてコマンド検索でき 

たら便利です。台湾特許庁の TPSS(Taiwan Patent Search System), GPSS および韓 

国特許庁傘下の韓国特許情報院(KIPI)の KIPRIS ではコマンド検索が可能となってい 

ます。 

・出願人の日本語表記と日本語検索 

 J-PlatPat で中国語やハングルで原語検索することはほぼないと思われますが、出 

願人表記は日本語で、検索も日本語で可能な形にしていただければ幸いです。 

・収録情報の確認 

 ほとんどのデータベースでは、出願日、発行日、登録日を入力して各年度および 

特定日の収録を確認できますが、J-PlatPat ではエラーとなって確認できません。 

発行日だけでもその収録を確認できると他のデータベースの収録比較ができてあり 

がたい。 
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以上 


